
新 し い 歴 史 教 科 書 を つ く る 会

つくる会 FAX 通信 
 

第 173 号    平成 18年(2006 年)5 月 2日(火)    送信枚数 2枚 

TEL 03-5800-8552  FAX 03-5804-8682  http://www.tsukurukai.com

 
 

種子島会長・八木副会長辞任に至る議論の経過 
 

会長代行 高池 勝彦  

 

ＦＡＸ通信第 172 号(5月 1日付け)既報のとおり、4月 30日の理事会で、種子島会長と八

木副会長が辞任し、4人の理事も行動をともにしました。会長・副会長辞任に至る理事会の

議論の経過を報告します。 

 

（１） 会長・副会長辞任の理由 

議題審議の冒頭、種子島会長が辞意を表明し、その理由を概略次のように述べました。 

〈3月 28日の理事会で、理事間の内紛は一切やめる、今後は将来についての議論のみ行い

過去に遡っての糾弾は行わない、との方針を決めた。ところが、翌日の産経新聞が不正確な

記事を出し、その取材源の追及が始まった。さらに一部の理事は、4月 7日、会の活動とは

関係のないことをことさら問題にして、八木氏を査問にかけるべきだとの提言を行ってきた。

私は峻拒した。10日、八木会長の取材対応の説明と、産経・渡辺記者の詫び状を全理事に

送り、これで産経問題に決着をつけようとした。ところが、12日、藤岡・福地両理事から

面会を求められ、八木氏の行動について確かな証拠が出てきたとして再び査問を要求してき

た。これは、私の選んだ副会長を信任しないということであり、こんなことでは会長職を全

うすることは不可能であるので、辞任を決意し八木副会長に伝えた。八木氏も「精神的に限

界で、私も辞めます」と表明、揃っての辞任となった。〉 

  続いて八木副会長は次のように述べました。 

〈この間私の問題で根拠もなく嫌疑をかけられ、執拗に追及された。私としては弁明もせず、

何とか理事会で正常化出来ないものかと考えたが、この半年間、彼らとの間では後ろ向きの

議論を余儀なくされ、肉体的にも精神的にも限界に達したので、副会長・理事を辞任し、正

会員もやめることにした。本会は発足以来、定期的に内紛を繰り返してきたが、「相手代わ

って主代わらず」という言葉があるように、今回は私などがたまたま「相手」とされたに過

ぎない。「主」が代わらない限り、本会の正常化は無理であり、発展も未来もないものと判

断し、退会を決断した。〉 

 

（２）藤岡・福地両理事による反論 

両理事は、「つくる会の混乱の原因と責任に関する見解」という本文 6ページと付属資料

からなる文書を用意し、概要次のように述べ会長・副会長の辞任理由に反論しました。 

〈我々両名は、2月理事会の翌日 28日から 3月 28日理事会までの１ヶ月間、種子島会長を

支える会長補佐として会の再建に微力を尽くしてきた。3月 28日の理事会では、副会長複

数制が妥当であるとの我々の進言を無視し、会長はその任命権を行使するとして八木氏のみ

を副会長に任命した。それでも理事会の宥和を重視し、我々はその人事に同意し、二度と内
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紛を起こさないようにしようという精神で合意した。このまま何事もなく推移すれば、7月

に無事に八木会長が誕生したはずである。 

 ところが、この理事会直後から、会の宥和と団結の精神に反する不審な事態が続発した。

①3月 29日付け産経新聞は理事会の内容を歪曲し、理事会で議論すらしていないことまで

報道された。理事の誰かが誤情報を流して書かせたのである。②3月末から 4月初めにかけ

て、西尾元会長の自宅に一連の脅迫的な内容の怪文書がファックスで次々と送られた。これ

について西尾氏が自身のブログで発信する事態となった。③4月 3日、渡辺記者は藤岡理事

に面会を求め、藤岡理事に関する「平成 13年 日共離党」という情報を八木氏に見せられ

て信用してしまったが、ガセネタであることがわかったと告白して謝罪した。6日には、謀

略的怪文書を流しているのが「八木、宮崎、新田」であると言明した。 

福地理事は、事態は深刻であり速やかに事の真相を糺す必要があると判断、4月 7日に種

子島会長に八木副会長から事情聴取する必要があると進言したが拒否された。4月 12日、

西尾宅に送られた「西尾・藤岡往復私信」は八木氏の手にわたったもの以外ではあり得ない

ことが判明した。同日、藤岡・福地の両理事は会長に対し、八木氏が３月理事会の精神に反

する一連の謀略工作の中心にいる可能性が極めて高く、その証拠もあることを説明し八木氏

の聴聞会の開催を改めて求めた。会長は、①八木氏に確かめ、事実を認めれば解任し、自分

も任命責任をとって会長を辞す、②否認すれば八木聴聞会を開く、と表明した。翌日 13 日、

種子島、八木、藤岡、福地、鈴木の 5人の会合の場がもたれ、冒頭で会長は両名の辞任を表

明した。従って、前日の①のケースであったことになる。こうして会を正常化しようとする

我々の真摯な努力は水泡に帰した。 

この間、種子島会長は、「過去は問題にしない」と言い続けてきたが、一連の謀略による

内紛の再燃は、宥和を確認した3月理事会の後に起こったことであり、現在の問題である、

また、辞任の理由として、我々両理事が内紛を仕掛けたかのように語っているが、それは明

らかな事実誤認に基づく責任転嫁である。〉 

 

（３）討論の流れ 

 田久保理事から、「藤岡理事は八木氏宅へのファックスにたった一言書き込んだ言葉につ

いて八木氏の自宅に赴き、夫人に謝罪した。藤岡氏の党籍問題に関するデマ情報の流布は極

めて重大な問題であり、八木氏はそれを他の理事などに公安調査庁の確かな情報であるとし

て吹聴したことについて藤岡氏に謝罪すべきである」との発言がありました。事実関係につ

いても、参加者から具体的な補足情報の提供がありました。 

 内田理事は、藤岡理事の言動が会の最大の障害であるとして、藤岡理事を解任すれば種子

島会長は辞任を思い留まるのかと質問しました。それに対し、種子島会長は、それが筋だが

健康に自信がない旨述べて会長を続けるつもりはないと発言しました。 

  藤岡理事は、八木氏が世間一般の基準よりもより高い倫理的規範を求められる当会の最高

幹部でありながら、このような反社会的行為を繰り返したことは決して許されないことであ

り、会則20条の除名処分に該当するとしつつ、終戦後「天皇を守ろうとした人びとは、気

づく、気づかないは別として、独善、猜疑心、悪意、流血が連鎖、循環する悲劇を繰り返す

まいとしたのである」という鳥居民氏の言葉を引用して、八木氏らが「理事会と会員に対し、

事実を認め、心から謝罪するなら、すべてを水に流して、大義のために、会と会員と国民の

ために、手を結びたい」と提案しましたが、応答はありませんでした。 

 議論は 2時間半以上にわたって続きましたが、結局八木氏は謝罪せず、種子島・八木両氏

は辞意を撤回するに至らず、辞任が確定しました。この両氏の辞任に続いて、新田・内田・

勝岡・松浦の 4理事も辞意を表明（松浦氏は欠席のため文書を提出）、会議場から退出しま

した。 

（以上） 
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